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◆
日
頃
か
ら
気
象
情
報
に

　
　
　
　
　
　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

住
ん
で
い
る
地
域
の
気
象
情
報
を
知

る
こ
と
は
、
風
水
害
対
策
の
基
本
で
す
。

｢

風
水
害
は
夏
に
起
き
る
も
の｣
と
思
っ

て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
季
節
外
れ
の

台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
気
象
情
報

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、｢

福
井
県
河
川･

砂
防
総
合
情

報｣

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
町
内
の

降
雨
量
や
耳
川
の
水
位
情
報
、
土
砂
災

害
警
戒
情
報
等
が
確
認
で
き
ま
す
。

◆
早
め
の
避
難
を

　
　
　
　
　

心
が
け
ま
し
ょ
う

　

台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
は
一
気

に
押
し
寄
せ
て
き
ま
す
。
避
難
の
遅
れ
は

生
命
の
危
険
に
直
結
し
ま
す
。
避
難
勧
告

や
避
難
指
示
が
で
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
ら
が
で
て
い
な
い
段
階
で
も
、
付
近

で
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
早
め
に
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
非
常
時
持
出
品
を

　
　
　
　
　

用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

避
難
す
る
際
に
持
ち
出
す
非
常
時
持
出

品(

3
日
分
の
飲
料
水･

食
糧
、
懐
中
電

灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
等)
を
、
常
に
家
庭
に

用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

　
　
　
　
　
　
　
　

確
認
し
ま
し
ょ
う

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
災
害
時
に

ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
を
記
し
た｢

美

浜
町
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク｣

を
作
成
し
、

各
戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
は
、
各
地
区
の
避
難
場
所
を

は
じ
め
、
町
か
ら
の
情
報
伝
達
の
流
れ
、

非
常
時
持
出
品
リ
ス
ト
等
の
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
再
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
な
お
、｢

美
浜
町
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク｣

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

● 1 時間雨量 ●

15 ～ 20mm
● 1 時間雨量 ●

20 ～ 30mm
● 1 時間雨量 ●

30 ～ 50mm
　地面に水たまりができ、雨
音で話し声が聞き取りにく
くなる。

　小川の氾濫や小規模なが
け崩れが始まる、どしゃぶ
りの雨。

　バケツをひっくり返した
ような激しい雨。道路が川
のようになる。

－雨量の見方－

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.m

iham
a.fukui.jp/

避難情報の種類
※
福
井
県
河
川･

砂
防
総
合
情
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://am
e.pref.fukui.jp/index.htm

l

↑美浜町防災ハンドブック
　　　　( 平成 18 年 10 月配布 )

　土地、建物等に被害が発生す
る可能性がある場合に発令し
ます。身体障がい者や高齢者等
の避難に時間を要する方は、避
難を開始してください。

　土地、建物等に被害が発生す
るおそれがある場合に発令し
ます。避難を開始してください。

　状況がさらに悪化し、避難す
べき時期が差し迫ってきた場
合や、災害現場に残っている住
民がいる場合に発令します。ま
だ避難していない方は、ただち
に避難してください。

　災害が発生したり、発生する
おそれがある場合は、町から音
声告知放送や防災行政無線等
で 3 つの避難情報を発令しま
す。

避 難 準 備 情 報

避 難 勧 告

避 難 指 示

家
庭
で
の
災
害
対
策

～
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
～
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　町では、ＪＲ小浜線の利用促進を図る

ため、回数乗車券を購入いただいた方や

団体旅行を実施された方に対して費用の

一部を助成しています。

　ぜひ、このお得な助成事業をご利用く

ださい。

ご存知ですか？ＪＲ小浜線利用促進助成

～ＪＲ小浜線は地域の宝物　みんなで乗ろうよ小浜線　切符は美浜駅で買いましょう！～

回
数
乗
車
券
の
助
成

□
対
象
者

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
ま
た　

　

は
町
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
す
る
方

・
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
方

□
条　

件

　

美
浜
駅
で
小
浜
線
区
間
を
利
用
す
る

回
数
乗
車
券
を
購
入
し
た
場
合

□
助
成
額

　

回
数
乗
車
券
の
10
％

※
限
度
額
は
、
1
回
の
購
入
に
つ
き

  

1
人
あ
た
り
１
，
０
０
０
円
。

□
対
象
者

　

団
体
旅
行
助
成
の
申
請
者
が
町
内
に

住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
町
内

の
事
業
所
等
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
。

□
条　

件

　

美
浜
駅
で
小
浜
線
区
間
を
利
用
す
る

8
人
以
上
の
団
体
切
符
を
購
入
し
た
場
合

□
助
成
額

　

Ｊ
Ｒ
の
団
体
割
引
後
の
20
％

※
限
度
額
は
、
１
人
あ
た
り
片
道

　

４
０
０
円
。

団
体
旅
行
の
助
成

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
政
策
課(

担
当･

三
田)

☎
32
‐
６
７
０
１

　

町
内
の
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校

の
学
校
行
事
や
部
活
動
等
で
、
Ｊ
Ｒ
小

浜
線
を
利
用
し
た
際
の
小
浜
線
区
間
の

運
賃
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

学
生
団
体
の
助
成

対象期間　  7月1日(木)～9月30日(木)

対象旅行

　ＪＲ美浜駅で発行するＪＲ切符を購入して、ＪＲ小浜
線を利用した親子旅行。
　ただし、次のいずれかに該当する場合は、原則として
助成対象となりません。
①親子旅行の変更･中止等により切符の払い戻し等を受け
　た場合
②各地区子ども会等の団体主催による親子旅行

対象者

  ＪＲ切符を購入した時点で、次のすべての条件を満たす方
①本町に住所を有する親子。(親子旅行には中学生以下の
　者が１人以上含まれていること。)
※親子とは、子どもの親に限らず祖父母等3親等以内の親
　族を含む。
②美浜駅または東美浜駅を始点または帰点としたＪＲ切
　符であること。
③町税等に滞納がないこと。

助成額

　ＪＲ切符購入費の3分の2(限度額10,000円)を助成します。
※助成は、1世帯1回限りとする。(子どもと別世帯の親族
　とが旅行した場合も１世帯とする。)

申請方法

①ＪＲ美浜駅で切符を購入した際に、ＪＲ美浜駅に備え
　付けの申請書兼請求書に販売証明を受けてください。
②親子旅行実施後20日以内に町企画政策課へ申請書兼請
　求書を提出してください。

夏休み親子旅行助成

夏休み！親子で行ってらっしゃい

今年度も実施！



7 2010.7 月号

不
法
投
棄･

野
外
焼
却

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄･

野
外
焼
却(

野

焼
き)

に
関
す
る
情
報
、
問
い
合
わ
せ
は
、

美
浜
町
で
も
年
に
何
件
も
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
近
年
で
は
反
社
会
的
行
為
と

い
う
位
置
づ
け
が
強
化
さ
れ
、
制
裁
処
置

が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
行
為

が
不
法
投
棄
・
野
外
焼
却
に
あ
た
る
の
か
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
罰
則
が
あ
る
の
か
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

美浜の環境シリーズ 23

ダ
メ
！ 

ゼ
ッ
タ
イ

■ 

不
法
投
棄
と
は

　

廃
棄
物
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に

よ
っ
て
排
出
さ
れ
る｢

一
般
廃
棄
物｣

と

事
業
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
る｢

産
業
廃
棄

物｣

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
で
は
、
一
般
廃
棄
物
は
、
各
市
町
村
が

一
定
の
ル
ー
ル
を
定
め
、
計
画
的
に
処
理

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産

業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
排
出
し
た
事
業

者
が
自
ら
処
理
す
る
か
、
許
可
を
持
つ
処

理
業
者
に
委
託
し
て
処
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
に
従
わ
ず
、
廃
棄
物

を
山
林
や
原
野
へ
捨
て
た
り
、
埋
め
た
り

す
る
行
為
全
般
を
不
法
投
棄
と
い
い
ま

す
。

　

現
在
で
は
、
が
れ
き
類
等
を
中
心
に
、

全
国
で
年
間
10･

2
万
ｔ(

平
成
19
年
度

環
境
省
調
べ)

も
の
廃
棄
物
が
農
地
や
山

林
に
不
法
投
棄
さ
れ
、
環
境
や
景
観
に
悪

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

↑丹生で発見された不法投棄の現場

■ 

不
法
投
棄
が
及
ぼ
す
影
響

　

で
は
、
不
法
投
棄
は
、
私
た
ち
の
生
活

や
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の

で
し
ょ
う
か
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
る
も
の
の
中
で
人
体
に

直
接
影
響
を
与
え
る
も
の
は
全
体
の
約

1
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
の
中
に
は
注
射
器
等
の
医
療
廃
棄
物

や
石
綿
、
農
薬
等
の
少
量
で
も
非
常
に
危

険
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
や
が
れ
き
等
は

自
然
に
分
解
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の

場
に
残
り
続
け
る
た
め
景
観
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

■ 

罰
則
に
つ
い
て

　

不
法
投
棄･

野
外
焼
却
に
関
す
る
罰
則

に
つ
い
て
は
、
平
成
12
年
に｢

廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律｣

の
改
正

に
よ
り
制
裁
処
置
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

法
律
に
違
反
し
た
場
合
、
最
大
で
5
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
1
，０
０
０
万
円(

法

人
で
は
１
億
円)

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。

■ 

不
法
投
棄･

野
外
焼
却
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
見
し
た
ら

　

不
法
投
棄
や
野
外
焼
却(

野
焼
き)

の

現
場
、
若
し
く
は
怪
し
い
車
両
等
を
目
撃

し
た
場
合
は
、
町
役
場
ま
た
は
警
察
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
通
報
の
際
に
は
次
の
こ
と
を
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

誰
が

　

・
特
定
の
業
者

　

・
個
人

② 

何
を

　

・
家
屋
の
解
体
で
生
じ
た

　
　
　
　

｢

が
れ
き
、
木
く
ず｣

等

　

・
道
路
工
事
で
生
じ
た

　
　
　
　

｢

コ
ン
ク
リ
ー
ト
片｣

等

　

・
畜
産
業
で
出
る
動
物
の

　
　
　
　

｢

糞
尿｣

③ 

ど
こ
に

　

・
○
○
区
の
山
中

　

・
○
○
川
の
河
川
敷

④ 

ど
う
し
て
い
る

　

・
積
ん
で
焼
い
て
い
る

　

・
穴
を
掘
っ
て
埋
め
て
い
る

　

・
投
げ
捨
て
て
、
散
乱
さ
せ
て
い
る

　

た
だ
し
、
野
焼
き
に
つ
い
て
は
、
落
ち

葉
や
枯
れ
枝
で
の
た
き
火
、
農
作
業
に
関

わ
る
病
害
虫
駆
除
、漂
着
ゴ
ミ
の
処
分
等
、

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
ご
連
絡
の
際
に
は
詳
細
な
状
況

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
野
焼
き
を
さ
れ
る
方
に
つ
い
て

も
消
防
へ
の
届
出
等
ル
ー
ル
を
守
り
、
周

辺
住
民
の
方
々
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
、
風
の
な
い
日
に
行
う
等
の
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
０
３
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、5月18日から6月18日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

　

4
月
19
日
に
発
生
し
た
燃
料
集
合
体

か
ら
の
漏
え
い
の
疑
い
に
よ
り
停
止
中

※
こ
の
事
象
に
よ
る
周
辺
環
境
へ
の

　

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
22
年
4
月
16
日
～
）

美
浜
2
号
機

美
浜
3
号
機

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
21
年
12
月
18
日
～
）

　

関
西
電
力
㈱
は
、
4
月
19
日
に
発
生
し

た
2
号
機
の
燃
料
漏
え
い
に
つ
い
て
、
同

月
24
日
に
原
子
炉
を
停
止
し
た
後
、
周
辺

環
境
へ
の
安
全
を
十
分
確
認
し
た
う
え

で
、
漏
え
い
原
因
の
調
査
を
開
始
し
ま
し

た
。 美

浜
発
電
所
2
号
機
の

燃
料
漏
え
い
原
因
が
判
明

　

関
西
電
力
㈱
は
、
ま
ず
原
子
炉
容
器
内

に
装
荷
さ
れ
た
燃
料
集
合
体
１
２
１
体
す

べ
て
を
調
査
す
る
た
め
、
原
子
炉
容
器
の

上
蓋
を
開
放
し
、
1
体
ず
つ
使
用
済
み
燃

料
ピ
ッ
ト
へ
移
送
し
た
後
、
燃
料
集
合
体

か
ら
放
射
性
物
質
の
漏
え
い
の
有
無
を
確

認
す
る
検
査
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、

１
２
１
体
の
う
ち
2
体
で
漏
え
い
を
確
認

し
、
そ
の
後
の
外
観
検
査
や
超
音
波
検
査

等
に
よ
り
、
燃
料
棒
計
3
本
に
白
色
模
様

や
傷
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

3
本
の
う
ち
1
本
は
、
燃
料
棒
の
表
面

が
白
く
変
色
し
た
も
の
で
、
漏
え
い
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
残
り
2
本
か

ら
は
、
傷
が
原
因
で
漏
え
い
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
同
社
で
は
、
傷

の
形
状
か
ら
何
ら
か
の
異
物
が
混
入
し
、

運
転
に
よ
る
水
流
や
振
動
に
よ
り
、
異
物

と
燃
料
棒
が
接
触
し
傷
が
発
生
し
た
も
の

と
推
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
原
子
炉
容
器
内
を

①
漏
え
い
原
因
を
特
定
す
る
た
め

　

調
査
を
実
施

調
査
し
ま
し
た
が
、
異
物
は
発
見
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

②
燃
料
漏
え
い
の
原
因
は

　

ス
テ
ン
レ
ス
板
の
混
入

　

関
西
電
力
㈱
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査

を
踏
ま
え
、
漏
え
い
原
因
と
な
っ
た
2
体

の
燃
料
集
合
体
を
水
中
カ
メ
ラ
で
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
う
ち
1
体
の｢

Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｃ

１
３｣

の
第
5
支
持
格
子
に
、
異
物
を
発

見
し
ま
し
た
。(

図
１)

　

そ
の
後
、
吸
入
ポ
ン
プ
等
に
よ
り
異
物

を
回
収
し
、
形
状
と
材
質
を
分
析
し
た
結

果
、
保
温
材
の
外
装
板
で
使
用
さ
れ
て
い

る
ス
テ
ン
レ
ス
板
の
可
能
性
が
高
く
、
燃

料
集
合
体
に
混
入
し
た
時
期
は
、
前
回
の

定
期
検
査
時
に
蒸
気
発
生
器
の
点
検
通
路

③
同
じ
事
象
を
起
こ
さ
な
い
た
め

　

防
護
対
策
を
強
化

　

関
西
電
力
㈱
で
は
、
再
発
防
止
対
策
と

し
て
、
異
物
管
理
の
重
要
性
を
作
業
員
に

再
認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
、
今
年
8
月
下

旬
か
ら
予
定
し
て
い
る
定
期
検
査
で
、
今

回
落
下
の
疑
い
が
高
い
蒸
気
発
生
器
の
点

検
通
路
下
部
の
開
口
部
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
社
で
は
、
漏
え
い
を
確
認
し
た

燃
料
集
合
体
を
交
換
後
、
必
要
な
作
業
を

行
い
、
6
月
下
旬
に
原
子
炉
を
起
動
す
る

予
定
で
す
。

原子炉容器

制御棒

加圧器

蒸気発生器

(図1)
原子炉格納容器

蒸気

タービン 発電機

復水器

循環ポンプ

主給水ポンプ

水

1次冷却材ポンプ

燃料集合体(KABC13)

約4m

第5支持格子

第1支持格子

(発見された異物)

(長さ)

約22mm

(幅)

約4mm

(曲がり)

約3mm

(厚さ)

約0.3mm

下
部
の
開
口
部
か
ら
当
該
燃
料
集
合
体
を

装
荷
す
る
間
に
、
原
子
炉
容
器
内
に
落
下

し
た
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
ま
し
た
。


